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大崎回Ｔｒ教育を員会タト部評価のＪＩ本力お
１． 概Ｗ

平縦 １９ 年６ ＪＩ にｒｔぶ教育行竈の祖織Ｒび遅きに関するま律ＪＸの一部がａｉＥ （平４

２０ 年４ Ｊｊ １日施行）され、 教育委員会は、毎年、 その権ほに属する事務の管１１ｊｌび執行

の状ａについて点検２１び評価を行い、 そめ結果について報告書を作成 し、 議会にｌｌ出す
ると ともに、 ぬ表することが義務付けられた。

この こと から、本回Ｔ教育委員会では法の趣旨にｍり 、効果的な教育行政の推進に資す

ると とも に回］‘Ｒへの説ｌｌｌミｌ責任を果たすため外部慧・価委員会をａ置 し、 教育委員会所管の
事務事業の、・な検をｆｉ うこ とと した。

（参考）

「ｊｉ力Ｓ育む練の組ａ・。びＳきに関するＳ律Ｊａ搾

第２６条　教育Ｓ員会は、毎年、 その権・にａする事務 （前条第 Ｉ　Ｊｊｉの規定によ り教育Ｒに委任された事
務そめ他教育長の権ｌｌにａする事務（回条第４４の規定によ り事務職員等に委任された事務を含む。 ）’
を含む。）の管‾鳬１ｊ．び執行の状況について点検２５１．び評価を行い、その結３１１に関する報告書をｔ成し、こ
れを議会に１１出する とと もに、ぬ表しなければならない。

２　 教育委員会は、前項の点検ｊｌび評価を行う に肖たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の
活用 を回 るも のと する 。（平成 ２０ 年４ １１ 日施行）

２。 点検 ・評価に售たっての基本的な考え方

（１）成果を重視した行政Ｓ営を行 うため、 事後評価を基本と する。

（２）評価の客観性、 透りモ１ ・ｌｉを確保するための夕１ヽ部評価を行う。
（３）評価のが象 ・方法は、毎年度、ｊｌ直しを行う。

※平成。２８ 年度から評価方法を素直すこと とした。

３． 点検 ・評価の対象

（１）教育委員会委員の自動状況

①　定タ１１１．び・１ゆ教育委員会の会議４犬況

②　その他の活動状況

（２）教育委員会所管の事務事業

教育委員会が所管する事務事業について教育委員会事務Ｊａ５で協議し、教Ｗ委員会
でＳ定する。

４。 点検 ・評価の手順

（１）教育委員Ｒび教育・員会事務Ｓこよる 自ａ評価
（２）外部評価委員による評価

Ｓ’

（３）報告書の作成

（４）教育委員会で報き書の決定

（５）議会への提ｉ出Ｒびぬ表



【罌価項 目】

【１】大崎ｉｌ］‘教育振！ＲＪｉ本計画施策体系回 （ｒ ２）

【２】教育Ｓ員会委員のｇ■状Ｒの評価について （ｐ ３～ ９）

【３】主１本業の評価について

○管き諜関係

①　道徳教育の充実（ ｐｌｏ～ １１）

②　キャ リア教育の推進（ ｐ１２～ １３）

③　特ＳＩ」支援教育の推ま（ｐｌ４～ １５）

④　へき地・ 小規模校教育の充実（ｐ１６）

○社会教育課関・Ｓ

①　スポーツの推ｔ（ｐ１７～１８）

②　 ズイ匕氛術き徽Ｊの促まと 鑑賞瑰会の充実（ ｐ１９～２０）

【自 己評イ亟を準】

評価

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

評　価　 Ｋ　分

・計画どおり順調に進んでいる

・十分成果が上が っている

・概ね計画どおり 進んでいる

・成果が見える

・計画がやや遅れている

・一定の成果が見えるが改善が必Ｓ

・計画が大幅に遅れている

・成果が上がっておらず、 抜本的な見直し

が必要

１

考　え　方

優れた取組や状況等が見られ、 ａ題はほとん

どな く、 順調に計画が進んでい るもの

良い取組や状Ｒ等が見られ、若干の課Ｓはあ

るものの、概ね順調に計画が１１んでいるもの

計画の進捗がやや順調でないもの。 また、一

定の成果はあったがａＳが生じたもの

ａ題が多く着手できていないか、着手しても

ほとんど成果が上がらないなど、計画がほと

んど進ま なかった もの



≪第 ４次大崎ａｌＴ教育振Ｓ基本計回施策体系回ｙ

【基本１１念】夢や希望をもち　大き く崎 （未来） をつ くる

【１本目Ｓ】 ま体白りに学び　 ともにまえ台い　 たく ましい

会力を備えた人づくり
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大崎の教育

自ｉ：力 ・社

時ｆｔを超えて変わらない・値のあるものの尊・

社！粂の変ｔをＳり越え、 未来の社会の劍り手となる資■ ・自力の育ｊｉｔ

ｌＥＳを通じて一人一人が幸せやＩＥきがいを感じることのできる教育環
境づ くり
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学校 一家庭・ ｊｌ！１域・ 企業 一大学・ 海タ１・等の積極自！ｌな達。 ．ｌａ
郷土の教育白ｅｌな伝統やａ土のＳＪｉｌと未来への継承

教育デジタル トランスフォーメーション （Ｄ Ｘ） の推進

（１）おｌ：いの人格を

尊重 し、 豊かなむと

Ｓやかな体を育む

教育の推１１

５

ア人権教育の充ｊｌ

イｌｉｉ蓊碵齒の充実

ウ体験ｌｉ動の充実

ａ） Ｓ土教育

＠ａｇ；氛ＴＺｇ‘

＠福祉教育

エｔ徙指Ｓの充実

オ子 ども の読書活

Ｓの推ｉｌ

カＳ康教育の充Ｓ
ａ） 体力 ・Ｓ動自力

の向上

②食育のＩＳＩ！！

（２）未来の社会の創

り手となる資質・能

力を伸ばし、社会で

自ｔする力を育む

教育の推進

年　　間

ア確かな学力の定

着

イキヤＩＪア教育の
推進

ウｅｌｌ支援；教育の

推進

工幼 ・保：・ 小丿 中連

携のＳ進

オ■際Ｓ觧教育

カ圭権者教育の充

実

（Ｘ）梢１者教官

＠教育の情報ｆｔ；の

推進

（３）信頼さ れ、 ｊ４１１域

とともにある学校
づく りの推進

に　　取 り

アｊ４１１城 とと もにあ

る学校づくり

イ学校ｉｌ営の充実

ウヘきｊｔ！１・ 小規模校

ａ育の吏Ｘ

エ学校におけ る働

き力改革の推ｉｌ
オ教職員の資質向

上

ヵ安む・ 安をな学校

づくり

－２－

（４）協働で子どもを

守り育てるａ琉づ

くり の推進

組　　む

（５）ｊ｛！１域 コミ ュニテ

ィのＪａｌを支える

ための社会教育環
境の推進一

施　　策

ア家ｊｌ教育ま援の

充実

イｔ域を支えるま

ｉ：代の人づくり
ウ地ｊ！ｌぐるみでの

安・全・ 安むな環境
づくり

エ「学びのセーフ

ティーネット」の
充実

ア生１１学習環境の
充実

イスポーツの推ｔ

①生ｌｌスポーツ

②競技スポーツ

ウニｔ化Ｓ術活Ｓの

｛ｌｌｌとＳ賞Ｓ会
の充実

エｊｔ！１域：ｔイヒの継
承・ ９展

オ：ｔ化財の保存伝

承



１

教育委員会委員の垢動状況の評価について

教育委員の状況

（１ ）令和７年４１１ 日現在の委員数　→　 ４人 （１性２人、 女性 ２人）

２　 教育委社会ｔＭ会噂の状疣

（１ ）令和７年度の招集回数

定例会　→　 １２回

臨時会　 →　 １［弓

（２ ）定例教育委員会八びほ時教育委員会での議案・ 報告件数

議案件数　→　 ２０ 件（令和 ６年度　 １９ 件）

報告件数　→　 ７７ 件（令和 ６年度　５０ 件）

（３ ）会議録の作成方法

録音によ り会議録作成 し、 １１１の定例会で報告のう え署佑

（４ ）定例教育娶社会における圭な審議「大１容

ｊｌ

４ＪＩ

定例会

５１

定例会

６ｊ

定例会

審　　　議　　　Ｆ大Ｊ　　　容

協議事項

○　報告

・　 学校校Ｅ等、 青夕年・ 一般海タト派遣事業実行委員会委員、学校間加１

営協議会委員 ・学校回放管き指導員、家庭教育学級主本の委珮について

・　 就学 させる学校の指定の変‾５とについて

・【ｘ域タト就学について

○　議事

・　 スポーツ競技をｍ大会等芭場補助金交付要綱の制定について［ｊ］＾決）

・　 社会教育委員の委嘱について［ｉ］＾決）

協議事項

○　報告

・　 学校運営協議会委員、 スク ールガー ド・ リーダー、青曵年き動事業奥

行委員、 スポーツ推進委員、図書館協議会委員の委嘱について

・　 区域外就学について

・　 後援承諾について

○　議事

・　 奨学生の決定について （ｉＴ決）

・　 セカ ンドブック事業実施要綱の制定について Ｃｑ決）

・　 社会教育委員の委嘱について［ｉｉ］＾決）

協議事項

○　報告

・　 癨踐イｔｊｌの報告（一般会牡補ｊミ予算（第１ ・） にほる亀案に関するＦ長

への申し出） について

３－



７ＪＩ

定例会

８１

定例会

９ＪＩ

定例会

１０ｊ

定例会

・　 就学させる学校の指定の変更について

・　 学校給食センター運営委員会の委甎について

・　 １１援承諾について

協議事項

○　 報告

・　 中学校部き動地域移行検討委員会委員の委嘱について

・　 学力 ［ｆｉ］上プロジェク ト夏期講座について

・　 青夕年活動事業「夏休みキッスセミ ナー２０２５　大崎ｌｌｒｌｒマンガ道場」に

ついて

・　 東Ｊ ＩＩ ほｌｆ　・　 大崎ｉミｒ青ゆ年夕波事業について

・　 後援承諾について

○　 議事

・　 スポーツ推ｌｉ審議会委員の委Ｓについて（ｉｉＴ決）

協議事項

○　報告

・　 区域夕１ヽ就学について

・　 後援承諾について

○　議事

・　 大崎ＩＩＩＴｒ教育委員会夕ｉ，部評価報き書について【ｉｉ】自決）

・　 ぢＪき学校教育交流実行を員会規めの鼈箟について（‾罵決）

・　 総合体育館のａｌｊｌび管ＪＩに関する条例の一部を改ｉＥする条例の笥箟

について （■｀決）

協議事項

Ｏ　 報告

・　 ａｌ４ｆｔｊｌの報き （一Ｒ会牡補ｉＥ予算 （第３そ）にｇる素案に関するｎＩＴｒ

長への串 し出について

・　 英語力向上ア ドバイザーの委嘱について

・　 ａ援承諾について

協議事項

Ｏ　 報告

・　 ｉ］＾を学校教育交流事業実行委員会委員の委嘱について

・　 後援承諾について’

○　議事

・　 ぬ民館の設置Ｒび管１１に関する条例施行規則の一部を改ｊＥＥす る規ｍの

制定について （ｉｌ決）

・　 総合体育館のＲ置ｊ１び管ｊｌに関する 条例施行規則の一部を改ｊＥする規

則の制定について （ｉｉｌ決）

・　 ｌｌＴびＬ学校‾莠を校支援政策コーディネータ一髪置Ｗ綱の制定について

（・自決）

－４



１１１

定例会

１２１

定例会

１ＪＩ

定例会

２ＪＩ

定例会

３１

臨時会

３Ｊｊ

定例会

・　 り‘を学校管ＪＩ規則の全部を改ｉＥＥする規則の制定について（ｉｌ決）

協議事項

Ｏ　 報告

・　 いじめ問Ｓ対策連絡協議会委員、ＩＩＴカ：学校フＦを校支援政策コーディネ

ーターの委嘱について

・　 就学させる学校の指定の変更について

・【Ｘ域外就学について

・　 碧だｊゼ１区スポーツタ年回交歓交流大会について

ｊ　 人権フェスタ ２０２５ について

・　 生Ｒ学習県Ｒ大学講座について

・　 後援承諾について

協議事項

Ｏ　 報告

・　 壥高代週１の報き （令和７年度一戳会計補ｊＥ予算（第５ １－）に４奉る素案

に関するＲ］‘長への申し出） について

・　 就学 させる学校の指定の変更について

・　 「令和８ 年二十歳を祝 う会」について

．　 「第 ２１ 回ソ フトバレーボール大会」について

・　 後援承諾について

協議事項

○　 報告

・　 臨｜夷代ＪＩの報告（令手口７年度一般会計補ｉＥ予算（第６ そ） に４示る素案

に関する ｉＴ長への申 し出）について

・　 入学期日 の通知及び就学すべき学校の指定について

・　 就学させる学校の指定の変更について

・【Ｋ域外就学について

・　 後援承諾について

・　 Ｉｌｌｒ子ど も会大会、ｘｋ空観察会、 国際交流＆イ ング リッ シュ キャ ンプ

２０２６ について

協議事項

○　 報告

・　 ＩＸ域外就学について

・　 後援承諾について

協議事項

○　 大串案件について

協議事癢

０報告

・　 就学 させる学校の指定の変１１について

５－



・　 Ｓ１４イｔｊｌの報き （令和７年度一台台計補ｉＥ予算（第８号） にｇる素案に

関するＩＴ長への 申し けｉ）について

・　 ｔ時代ｊｌの報告 （令匁８年度一般会計予算 （肖初予算） にイ京る素案に関

する ｌｌ］‘長への申 し出）について
ー

・　 後援承諾について

○議事

・　 ニｔ化財保護審議会委員の委Ｓについて （ｉｌ決）

・　 補助金交付要綱の一部を改ｉＥＥす る要綱の制定について （ｊｆ決）

・　 英語検定料補助金交付Ｓ綱の一部を改１五す るＳ綱の制定について （ｉｉｆ

決）

・　 学校入学援助金支給要綱の一部を改ｉＥする Ｓ綱の制定について（■‘決）

・　 ｌｌ］‘ ：な学校の教職員に関する業務Ｊｉｔ管１１ ・Ｓ康確保措置実施計画の策定

について （可決）

・　 令加 ８年度大崎｜ＩＩＴ教育行政の重点施策の決定について（ｉ｀決）

６－



（５ ）教育長の主なほ勤状況

４ｊ －ｊ小中学校入学式、 ∃ｌ校指導、 ９ｌｆ転入・ 新規採丿目職員宣誓式、県教育行政連絡

会、 いろは中学校開校 ．’ 入学式、 海外研修Ｒ遣事業ｉｉ接など

５１ －文加れネ省あ問、県市ｐｌミｒ村教育委員会まぬ・ａ会’四嶌会 ・Ｍ市ｌ］‘村亀育Ｊを

会、 嗷於地区教育縦Ｓ会総会、 を国ｐｌ村教育長協議会総会、 社会教育委員の

会、 小学校兼勤会など

６大ｊ　－ｌｌＸ勤会、学校あ問、 薩摩藩英国留学生渡欧 １６０周年Ｅ念黎明祭、スポーツ観光

おおさき１１事会、社会をｇｌモｌ るく する運動９９淤ヽｊｉｌｘ推１１委員会、校夕１ヽ生き指導連

絡協議会総会、青夕年せを育成ｎＩＴ民会議、部き勤地域移行検討委員会、 回書館

運営協議会など

７ＪＩ－七Ｌ学校生徒募集に関するｊｔ ｌＺ：ａｌｌ会、 学校あ問、ＪきＩＸ校長ｉｆ修会、 教育行政

トッ プリ ーダーセ ミナーなど

８Ｊモｌ 一束ＪＩ ｌｌｌｒ青夕年交流事業、 多様化分教ま視察、総合教育会議、 管理１職等台回ｇ修

会、 県Ｒ文化フェ スタ ｉｎ おおすみなど

９ｊ －を校指導、 日本社会教育き台・ｊｌ、 英語力向上ア ドバイザー委Ｓ、 台同学４タａ

問など

１０ Ｊｊ 一年を校交接合同連携協ｔ締結、ま部科学省あ問、税を考えるＳ回作ｒＷＩ審を、

中学校体育祭、小学校ｊｌＳ台、小学校陸上Ｅ９会、 ｉり‘史編纂娶員会、 台回学校

訪回、フ ィンラン ド’碌修など

１１　ＪＩ　－ｊ自滅が育む「かごしまの教育」 県Ｒ■回学校訪問、Ｒヌ：化祭、教育支援委員

会、 回書館まつり 、郷中学舎に関する協議、 ｊｔｔｌ 【Ｘ教育長会議、 音楽Ｒ表会、い

じめ回題連絡協議会、 生徒指導連絡協議会、 校夕１ヽ生き指導連絡協議会、 大崎中
●

学校研究ぬ開など　　　．

１２ ｊ一水俣市教育委員会訪問、教育行政ト ップリーダーセミナー、台湾大同高等中

学大崎中訪問、学力ア ップセミ ナーなど

１ＪＩ一登校指導、二十歳を祝 う会、県下一周駅伝・ 地ＩＸ刔＾抗女子女子駅伝激励会など

２ｊｌ－ ｉ］゛Ｐ ＴＡき勤発表ｉｆ究大会、 ＩＴｒ内 ６年生交流会、県下一周駅伝大会激励Ｘび解

団式、部き勤移行検討委員会、 教育実践Ｒ表会など

３ＪＩ一臨時教育委員会、 小中学校卒業式、 子ども子育て会議、ま部科学省アドバイザ

ー協議、 国Ｒスポーツ大会九州ブロ ック 大会鹿児島実行委員会など

（６ ）定例会において委員から 出された主な質回等について

・　 学校における安を、危機管ＪＩに関する意識の徹まについて

・　 服務規律について

・　 ｔ元企業に関する情報の提供について

・　 亟学路におけ る交亟安を標識ｊ：び交ａ安をに関する指導の徹Ｊたについて

・　 児童の熱中症予防について

・　 水難事故の未然防止について

・　 学校給食の無償化について

７



ヤングケアラーの実態について

スクールバスの安全管‾ｔの徹底について

英語力［白］上ア ドバイザー事業八びぢが目指す目標、今後の在り方について

（７ ）定例会の工夫

○　各委員が行事等に参加した意ｊｌ、 感想の報告を毎ｊｌ定例会において行う。

○　 自｜圭｜ な提案や所見、指導等をＲ言できる よう討論の１ゆ回をａ定している。

○　諸回目や事業内容のａｇミｊ等、時節の話Ｓについて討議している。

○　 定例会終了後、委員回士で意・交換を実施している。

○　 あ要に応 じて、現場の声を聴く 機会を設けている。

３　 教育ま員のｇま会等

５Ｊ１９ 日　 市ｌｌ］‘村教育委員会連絡協議会定期ほ会 （鹿児島市）

５Ｊミ１ １９ 日　 嗷於ｊｉＥＫ教育振興会ｊｌ事会・ 総会 ［大崎ｌ］‘）

８Ｊ１１ 日　 市ｌ］＾村教育委員会委員‾祿修会 （鹿児島市）

８　Ｊ１　２１～２２日　 九りヽ｜ヽｌ ｊｉぽ市ｐＩＴ村教育委員会ｉｆま大Ｗｊ搾於ｊｔ！１１‾瓦教育蜃員台管夕１ヽ

’碌修（長崎県大村市八び長崎市）

※万ｉ：省点八び評価

教育委員会定例会において、教育委員会の権ほに属する本務のうち、：１・な案件について

審議八び決定を行った。また、 教育ぞｉまをむに関する報き・や情報・ 意見夕換をむうこ とによ

り適ｉＥな教育・員会のａ営に努めた。

令和 ７年度は、教育を員を含む教育関係者や住民代表で構成する計画策定委員会によ り策

定された第４次教育振興ＪＩ本計画の計画期間の初年度であり 、計画にＪＩづき、ｍ、県が進め

る教育行政はもと より 、「夢や希２をもち、 大き く崎 （未来） をつくる　大崎の教育」 の基

本ｊｌ念のも と、 ｊｔ！１域特性や独自 性をＪ叉映した施策がｌｉめられた と考える。

学校教育銛・動では、 ｉａ徳教育の充奥に向け、 ａ徳圭任を中むにを校ＭＪな指導体制｜の確１：や

「考え・ 議論する道徳」への縦業燉善を回り なが ら、 多４兼な価値観の認識や他者との協働に

より 、戮範意識や自らの生き力の育成に努めた。

また、キャリ ア教育の推進に向け、 全体計画ｊｌび年覧指導計画を作成し、 各教科や行事等

はも とよ り、 小学校における校夕１，学習や中学校にお。けるＣＳ等をｉｉ じ、 ｊｔ！１域における職業を

加ることで職業と生ｔの関を「生を学び、未来の社会の創り手として必要な資質や能力の醸成

に努めた。

４考ＳＩ」支援教育については、障がいのある児ｊｌ生徒の自 １：や社会参加に向け、各学校で教育

支援委員会を回ｌｌし、４なＳＩ」支援教育の推まにあたってのＳＳ解決や夕ｔＪむをほじる とと もに、

４育園・ 幼ｆｆｌ園との情報ｊ；有を図るな ど、 リ］れ目ない支援体餬ｊの構築に努めた。

へき ｊｔ！１　・　 小規模校教育の充奥についてば、ｔ域の特・ｉを生かしつつ、 校Ｆ大ｊｉＦＳや県総合教

育センターの移ｌｊ講座により教職員の資質［ｌｉ］上に努めた６

さら に、 部ａＳのｊｉ域移行については、指導者や保護者等の関係者のＳ解と協力を得なが

－８－



ら、 年度内に全ての部ｔ動において休日 のほ動をＪＳ域ク ラブき動 として実施できる体制を整

えた。

なお、令加７ 年度においては教職員の働きやすさ と働きがいの両ｉ：に向けた勤務環境の実

現を 目指 し、 業務ま管ミ・ Ｓ康確保措置実施計画の策定もむっ た。

社会教育ｇ動においては、 ｊき域学校協働き動と して郷中学舎推進事業になり組み、 ３／ｊヽ学

校が回校 した。青ゆ年活動事業では、北海道東Ｊ Ｉ１ １１ミ「青夕年交流事業を実施、本ぼ」‘か ら１０あ

の児童を派遣した。

生Ｒスポーツでは、軽スポーツの普、Ｒに力を入れ、 軽スポーツイベン トを実施した。ま化

な術ｇ動については、 ｇま化祭でク ラシック、Ｅ味線、国際交流ま化といった変化のある演

ｉを行っ た。

ＩＴ史編纂‾莓業では、民回会社の支援業務ヲＩＥを鶺結し、 追加資料収集八び分を、現ｆｔ編筍、

稿作成を行った。

今後もり｜き縦き、教育委員と して本ｌｆの教育行政の充実と １１：なるＲ展のため、ＩＪ‘・部ｇと

連携して尽力 していぎたい。

※外部評価（外部評価委員会の意見）

ｔＭ教育委員会では、 ま要案イ牛についての審議や決定に加え、各委員回の意又交換や個ガの委

員が日ガの活動の中で疑問に感じたことや懸念する点について、ほ発に意見交換がなされてい

るこ とが確認できた。

学校教育においては、 学校が道徳教育やキャ リア教育、特加支援教育、 そしてへきｊｉ・ 小規模

校と しての特きある教育といったあ らゆる部Ｐりにおいて、日 々、 真摯になり組んでいる こと を高

く評価する。

道徳獸育では、子どもたちが自分の生き方や他者との関わ り見つめる機会が確保され、キャリ

ア教育ではｊ七城の人力との交流や体験恬動をＲして、将来を生体的に考える力を育もう という

努力がえ・け られた。 特索攵援教育において も、 子ど もの実ｔに応 じた支援が着実に行われてお

り、 校内で協力しながら支援体執を整えよう とする姿勢が確認できた。 さらに、 へきｊセ ・小規模

校ならではの温かい人回関Ｗやｊき城との密接なつながり は、 子どもたちに豊かな経皸をもたら

し、 学校の教育ｇ動をより深いものとしていると評価しており、こ う’ した取り組みの積み重ねに

より 、子 ども たちが安むして学び、 地域の中で成そしてい く姿が確かに育まれている こと は高く

評価でき る。

その一方で、 長年続く き動が固定化 しやすく 、学びの 目的やね らいが十分に子ど もに伝わ りき

らない場Ｓが ある こと 、さ らに教員回の連携や専Ｐり ・｜生の ［白］上にはまだ改善の余ｊきがあるこ とに

ついて、 今後さらに充実を因っていく必要がある とｇわれる。

社会教育については、 東Ｊ ＩＩ ＲＴとの交流本業や郷中学舎などの新たな取り祖みが始まっており、

特に郷中学舎によ る放鼈後の袷場ｉ所づくり は複数校で進縦し、ｔ城住Ｒの協力を得なが ら、 子ど

もの学習支援や見守り がそわれているか、が罌価でき る。 一力で、 郷中学舎に係る支援員の予示

や、 学校ごと の運用差など、事業の継続性に係るＷａも見受けられるこ とから、 ｔ城への募集強

化や学校との連携強化によ り、 持続ｊｉ］“能な体制の整備に取り組むこと を要望する。
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Ｉ　 事業内容

担　　肖　　課

施策の方自性

施　　　策

日 的

実施 内容

Ｈ　 年度ＳＩ』の決算額

年　　　度

事　業　費

主要事業の評価について

管Ｊｌａ

（１ ）　 お五いの人４を尊・し、豊かなむと９やかな体を育む教育の推ま

イ　 道徳教育の充実

多様な価値観の存在を認縦しつつ、 自ら感じ、考え、 他者 とｊ４きし協働し

なが ら、 より よい方向を目 指してい くこ とを とお して、規範意識や自らの生

き力｀の育成を回 る。

・　 道徳教育のぜｉｔ体計画や年間指導計画を作成、 道徳圭任を中むと したを校

的な指導体制の齎ｉＬ

・　 ［考え・ 議論する道徳］への授業改善

・　 児ｉｌ生徒のよさ を認め、 励ます評価が行われるＭ修会の推ｔ

・　 郷土教育資料 「ふるさ とのも」 、「ｆＳの心ヽ」 等のをＩＲ資料のｇＪ１１

・　 ｊｌかな体験をｉｉしてむを育む特きある教育ｔ動の推・

・　 学校開放日や授業参観日にｊａ徳授業をほ護者やｊ自滅住Ｒにぬ回

Ｒ７

－

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０

（単位： 千Ｐニｊ）

Ｒ１１

ｍ　 自ｉ２評価

１． き動 ・成果の指標 （具体的な数値目標） と評定

指　　　標　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　績

①　 道徳教育のを体計画や年回指導計画を作　 ・ｍミ「 Ｆ’９を校で、ま徳教育のを体計縦や年

成、道徳圭任を中むと したを校的な指導体　　間指導計画を作成 している。－

鼈の確ｉ：　　　　　　　　　　　　　　　 ・１１１１ｒ内を校で道徳教育推ｉ！！１教員をｉ！・し

てい る。

②　 ［考え・ 議論する道徳］への授業改善　　　 ・を校で 「考え・ ａ論するｔ徳」の授業

を行っている。大崎中学校は、 生徒が

企画ｉｌｉ営する 「を校道徳」 を実践して

いる。

③　 児ｊｌ生徒の よさ をＳめ、 励ます評価が行わ　 ・を国学力・ 学習状Ｒ調を質問紙より

れる研修会の推進　　　　　　　　　　　　 「先生はあなたの良いところを認めて

くれているとｇいますか。 」と いう質

問に 「肖 てはまる」「 どち らかといえ

ば肖てはまる」と答えた児童生徒の割

合

大崎回ｆ　　　　 全国

小６　　９５ ．１ ％　　９２．２Ｓ

中３　　９５．０％　　９　２． ２％

－１０－

評価

Ａ

Ａ
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④　 郷土教育資料 「ふるさ とのむ」 、「ｆＲのむ」

等の各種資料の活用

⑤　 をかな体豫、をａ してむを育む特きある教

育ほ動の推菟

⑥　 学校鶚放 日や授業参観 日に道徳せ業を保

護者やＪｉ域住民にむ開

・郷土教育資料のｇＪＩ状況はほと んどの

学校で使用してい る。 半数の学校が教

育瞿程への位置付けを している。　　　　Ｂ

・ａＪＩミｌ状況は、 授業などでおおむねａＪＩミｊ

している状況である。

・総合的な学習の時間を中心に、それぞ

れの学校で４をきのあ る教育ｇ動を実　　Ａ

践している。

・１１　ＪＩ　のかごしまの教育県Ｒｊｌ回等で学

校回放を行い、授業をぬ関 している。　　　Ａ

２　 事務事業の成果とＷ甌

を校で、 道徳のを体計画、 年間指導計画が適切に作成 されてい る。 道徳圭任を中

むと して教科指導のＭ究改善に取り 祖んでい る。 豊かな体ＳＳ、４考色 ある教育ａＳ

の推進等、を学校で実施している。

全国学力 ・学習状況調を質問紙より 「肖 てはまる 」「 どち らか といえば肖て はま

る」 と答えた児童生徒の割合は次の とお りである。

成 果

課　　　題

あなたには良いと ころがある。　　　 生活で幸せな気持ちになる。

小６　　　　　　　　８５ ．２ Ｓ　　　　　　　　　　　　　　９　３． ８嘔

中３　　　　　　　８２ ．８ ％　　　　　　　　　　　　８　９． ９Ｓ

多く の児ｌｉ生徒の自 己肯定感を高める こと ができている。

中・校が、四ｍ定校と なり 、生徒が主体ゆこ 「考‘え ・竃嵐するぷ徳」

の取組を実践 し、 本ぢを小学校やｊＳＩＸ内中学校に対してむ開した。

郷土の素材を生か した授業は実施しているが、郷土教材資料を全校で積極的に活

用するこ とが課題であ る。

３。 総合評価

評価Ｒび方向性 評価 Ａ 方向性 頤レ　廃止
旬、組状Ｒはおおむね良好であ る。 「考 え・ 議論する道徳」の授業がを校で実施 され、授業改善がま

んでいる。学校開放等で、 各学校の道徳の実践や体験き動によるむを育む教育を周知していきたい。

ＩＶ 外部評価

外部評価の意見

学校が道徳教育に丁寧に取 り組み、 子ど もた ちが 自分の生き方や考え方を見

つめる機会を しっかり 確保 している点を高く 評価する。ま た、 学年に応 じた授

業の工夫や、 子ど も同士の対話を大切に している 姿勢から 、教育委員会、学校

の努力を伺う こと ができた。

一方で、 授業が毎年回 じよ うな流れにな りやすい こと や、 子ど もの内面の変

化を十分に見・る仕祖みにはまだ改善の余ｔがあるとｇわれ、 大崎中学校ｉのを

校道徳のなり祖みなどの好事例を参考に、今後さ らに充実を回るよ う努めて頂

きた い。

－１１－



Ｉ　 事業内容

担　　肖　　ａ

施策 の方 自性

施
　
　
　
目

策
　
　
的

実施 内容

Ｈ　 年度ｊ３ １』の決算額

年　　　度

事　業　費

管珂ｌａ

（２ ）　 未来の社会の創り 手と なる資質。・ 能力を伸ばし、社会で自をする力

を育む教育の推進

イ　 キャ リア教育の推ま

個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、 想像力を培い、自圭八び自律

の精神を養う とと もに、職業八び生活との関連をＸｌｌ視 し、 勤労をｊｌｌんずる態

度を養う。

・　 キャ リア教育の全体計画ｊ１び年間指導計画の作成

・　 小学校におけ る校外学習と その支援

・　 中学校におけ るＣＳ土曜授業、 職場体験活動

・　 起業家（アン トレプレナーシップ） 教育のを篷

Ｒ７

３１

Ｒ８

ｍ　 自己評価

１． 活動 ・成果の指標 （具体的な数値目 標） と評定

指　　　標

①　 キャ リア教育のを体計画八び年覧指導計

両の作成

②　 小学校におけ る校夕１ヽ学習と その支援

③　 中学校におけるＣＳ土曜授業、 乗場ｉ体験活

動

④　 起業家（アン トレプレナーシップ） 教育の

推進

－１２－

Ｒ９ Ｒ１０

実 績

（単位：乎ＰＩ）

Ｒ１１

評価

・キャリ ア教育のを体計画ｊ．び年回指導

計画の作成１００％

学校の教育課程での各教科 ・行事・学

校生活の中で、キャリ ア教育の目標に　　Ａ

沿っ た内容を精き し、 学年に応 じた計

画を作成 して、キャリ ア教育を行って

いる。

・小学校は、 農園での体験活動や米作り、

そば打ち体験など農業を中むと した

校夕１ヽ学習を積極的に行っている。Ｊミ「の

バスを手ｉＥ！し、保護者の負担を軽減し

なが ら、 児ｊｌが多く の体験ｇ動ができ

るよ うに支援 している。

・中学校で、 毎年 ＣＳ 土曜授業を行い、

多く の業種の話を聞いたり 、体験き動
＝　　－

Ａ

を行った りし てい る。 職場体験活動　　Ａ

は、 多く の企業に受け入れをおＳい

し、 実施 している。

・起業家 （アント レプレナーシップ）教

育の・お１、 情報提供は行っているが、

積極的な推進支援は不十分である。

Ｂ



２。 事務事業の成果と逎晁

各学校でキャ リア教育を体計画と年間指導計画が作成され、計画蝎に実施してい

る。 中学校の職場体験ａ動やＣＳ土曜授業、 小学校での校外学扇など、 各学校が積

極的に体験活動を取り 入れてい る。

を国学力 ・学習状況調を質問紙より 「将来の夢や目標を持っていますか」に 「当

成

課

果

題

てはまる 」「 どち らか といえば肖て はま る」 と答えた児童生徒の割合は次の とおり

である。

大崎Ｒｆ　　　　　　　　 全国

小６　　　　　　　　９１ ．３ ％　　　　　　８　３． １‘Ｘ）

中３　　　　　　　７７ ．８ ％　　　　　　６　７． ５（χ、

将来の夢や目標を１なっている児ま生徒の割合はを国塀為を上回っている。

活動が固定化 しており 、改善が回られに くい面が見られる。ｆを校の児童生徒な

どが、参加できないと いう 課題があ る。

３． 総合評価

評価八び方向・｜生　　　　　 評価　　　　　　 Ａ　　　　　　 方自性　　　 継続　 ・　 廃止

校夕１ヽ学習や職場体験など、 積極的に常勤する４兼子が見られる。小学校の否眦は農業が中むであり、

内容が固定化 されてき てい る。 活動 肖Ｉ容に少しずつ変化を持たせなが ら持続丿丁能な取組にする必要

がある。

ｌｖ　外部評価

学校がキ ャリ ア教育に継続 して取り 祖み、子 ども たちが地域の人力 との交流

や体験き動をｊ！ して、自 分の戮来を考える機会をしっか り確保しているぷを高

く評価する。 ほられた環境の中でも、子 ども たちのＳ味や｜｜むをまげよう と工

夕１ヽ部Ｗ驫の意見　　夫している姿勢は、学校の大き なＳみだと感 じる。

一力で、 き動が単ヨ１１ｙＪになり やす く、 学年をミｉした体鼻的な育成が十１・見え

にく いこ と、 また活動後の振り ｉｉ りが浅く 、子どもが自分の進路や生き方を深

く考える とこ ろまで結びつ くよ う今後さ らに改善を回るあ・がある。

－１３－



Ｉ　 事業ｌちＪ容

担　　肖　　課

施策の方向性

施　　　策

日 的

実施 内容

ｎ　 年度Ｓｑの決算額

年　　度

事業費

管Ｓａ

（２ ）　 未来の社会の創り 手と なる資質 ・能力を伸ばし、 社会で白 をする力

を育む教育の推進

ウ　 特ｉｌり支援教育の推進

障がいのある児ｊＳＩ生徒の自 にや社会参加に向けた圭体的な取組を支援する

とい う視点に■： ち、 児ｉｉ生徒一人一人の教育的ニーズに応える指導 ・支援の

一層の充実を回る。ま た、 就学前か ら中学校卒業までの切れ日 ない教育相談・

支援体制を構築する。

・校ｌちｌ教育支援委員会の開催

・個ｉ３１」の教育支援計画及び指導計画の作成

・ＳＳ福祉ａと連携した保育園 ・幼Ｓ回へのあｎ

・就学や進学に係る教育相談の充実

・特別支援教育支援員のｉｌ置 と効果的な９万］

Ｒ７

５２，５２７

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０

（単位： 千Ｆ９）

Ｒ１１

ｍ　 自己評価

１． 活動 一成果の指標 （具体的な数値目標） と評定

指　　　標　　　　　　　　　　　　　　　　 実　　　績

①　 校内教育支援委員会の複数回開催【開催率　 ・ＲＴ肖｜をての学ちとで、複数回校ｌタｉ】教育支

１００％、開催回数年 ２回むえ上）　　　　　　　 援委員会を開催した。

・実施回数の平均は３．７ 回／年

②　 支援が必要なをてのＷ童生徒への個９」 の　 ・９１３ １』支援学敬在籍の児ｊｌ生徒 １００％

教育支援計画２１び指導計画の作成　　　　　・特Ｓｌへ支援学級在籍ではない通常学級に

おいて支援の必要な児童生徒への作

成を進めている。

（ａ）ＳＳ福祉ａ と連携した保育園 ・幼ｌｌ園への　 ・すべての回をｇｌｌ福祉戮の職員 と合回

訪回 （を ７園、６ ～７ ｊｊ ）　　　　　　　　　 で訪問して、 新入学予定児の様子を参

観し、園の先生力 と情報ｊｔ有を回つ

た。

④　就学に回する教育相談の実施　　　　　　　・ＳＭｇｉ３１』支援学校教諭を教育ｔ目談員と

して招聘し、 保護者を対象に就学や進

学に４奈る教育相談を行っ た。

・支援をあＳとする家庭に教育相談を実

施したいが、 保護者に対して１１解が得

られない場合もあった。

⑤　 特Ｓり支援教育支援員のＳ置と 活丿目　　　　　 ・ＥＩＩミｒ Ｆ大ｌ学校に支援員を １６ 名ｉＥＩ蓋した。

髱置方法については、 支援が必要な児

ｉｉ数や特Ｓｌｊ支援学級の数等を考慮し

た。 （Ｒ ６年度： １５ 才ｌ ｉｌ置）

－１４－
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２。 事務事業の成果と課鼈

本ぢでは、すべての学校で特別支援学級が回ａされており 、特別支援教育コー

ディ ネー ターを中むにを学校が校Ｆち１教育支援委員会を開催 している。こ こで は、

支援が必要な児ま生徒についての情報がＳ有や学びの場の変ぞ、今後の指導力針に

ついて協議が重ね られてい る。

成

１渫

果

題

また、特別支援教育支援具については、 社内すべての学校に１６佑が髱置されて

いる。ぞ亂に肖たっては、 支援の必要な見台ｔ徒や特別支援学級の在籍巻数等に

Ｅ慮 しており 、各学校で特ｌｊ支援教育コーディ ネーターによ り校Ｆ大１の支援体Ｍが

整ってき てい る。

これらの取祖の充実も あり 、一人一人のニーズに応じた支援について、 保護者か

らの要望も高くなっている。

支援が必要な児童についての入組を進める際、保護者によ って子どもの障がいへ

のを解に差があり 、ま援が必要な児痼：生徒がいるに も関わらず、 教育相談が十分に

受けられなかった り、 個ｌｊの支援計画、指導計画が策定できなかった りする場合も

見られる。

３． 総合評価

評価‾瓦び方向４生　　　　　 簒価　　　　　　 Ａ　　　　　　 方向性　　　 継続　 ・　 廃止

９Ｓリま援お育については、４考９』ま：■ネ級の鼈置や９＝１３１』一気援き育戔：Ｒｎのｉ！置、 校肖き育ま■委員

会の充実によ り支援体制が概ねまってきている。

一力、子 ども の障がいにがするｆｉ護者ＪＩ解については、家庭に より 十夕２ｙなＪＩ解を得 られていない

現状もあ る。 今後は、 ＳｆＲ９福祉氣と さら に連携を充実させるこ とで、就学時９康診断等の機会を

捉えなが ら、 的確な就学指導を続けたい。

また、今後も、移行支援シート をきＪ１１し、幼Ｓ回 ・ほ育回から小学校への接続、 支援をぢＪれ 目な

く行 う必要がある。

さら に、 各ネ校での特ＺＩ』支援教育が より 一層充実 していく よう に、 Ｗ誂支援学級ｍ任や特ＳＩ』支援
ミ

教育支援員の指導力［ａ］ 上、 スキルア ップを回 るためのｉｆ修会のを画・ 実施に努めていき たい。

ＩＶ　外部評価

学校が特Ｓり支援教育に丁寧になり 祖み、子 ども一人ひと りの実態に応じた支

援をまめている点を高 く評価する。 担任や支援担肖が協力 しあい、 子どもに寄

り添おう とするな ど、 支援体制の整備が整っていると感じられた。

また、子どもに合わせた教材・ 指導方法の工夫な ど、 日ガ の努力が確かな成

外部評価の意え　　果に繋がっている こと も伺えた。

一方で、 教員間の情報傴有・専門性向上にまだ改善の余丿台がある点について

は、 今後さらに充実を図っていく必要がある と考えている。

また、支援が必ダと思われる子 ども の保護者とはがききを重ねるこ とで、支援

につながるよ う働きかけを継続して頂きたい。

－１５－



Ｉ

Ｈ

事業内容

課
性向
策
的

方

肖
の策
施
　
目

担
施

実施 内容

年度Ｓりの決算額

度
費業

年
事

ｍ

①

②

③

管週１譟

（３ ）信頼さ れ、 ｊ自滅と とも にあ る学校づ くり の推１１

ウ　 ヘき ｊｌｌ　・　 小規模校教育の充実

１１滅の特ｔを活かし、小人数での教育ａ動をｉｌじて、 ｊ自滅社会の発禁と教
育の質の嘔。］上を目指す。

・へきＪ自・ 複式教育指導・１４の作成 ・Ｅ布、 実践事例の紹介
・ｌ ｏＴを活ＪＩミｌ した遠隔合回学習、大規模校との交流学習の推進

・へきＪ自・ 複式指導のＭ修の充実、へきｊｉｔｌ　・　 小規模校に勤務する教職員の資
質向上

Ｒ７

－

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０

（単位： 千［Ｉ］）

Ｒ１１

自己評価

１． 活動 ・成果の指標 （具体的な数値目 標） と評定

指　　　 標　　　　　　　　　　　　　　　　 実　　　績

学校の校ｌ大ＩＭ修におけるへきｔ・複式教　 ・ほ師依頼があった学校の校Ｆり研修にお
育指導資料の髱布、実践事例のＭ介　　　　 いて、作成した指導資料のＥちやほ

話、 実践事例の紹介を行い、複式指導

の充実を図つている。

ｌｏＴを活ＪＩした遠Ｓ合回学習、 大規模　 ・年 １回小学校を校による交流学習 （６
校との交流学習の推進　　　　　　　　　　　年児童） を行つている。　 ｌｏＴを活用

した遠隔合回学習については、 令和８

年度からの実践に『白』け て、 準備を進め

てい る。

へきｔ・ 複式指導のＷ修の充実、へき　 ・県お合教育センターの複式指導におけ
ｔ・小規模校に勤務する教職員の資質『筑上　　る移動常座を大崎回Ｔで回催し、ｐｌミ「「大」　１５

才１ の先生方が参加し資質向上に努め

た。

評価

Ａ

Ｂ

Ａ

２。 事務事業の成果と豫題

・　 各学校で複式指導に関するＭ修を計画ｍこ実施している。 また、複式学級が

成　　果

課 題

ある学校へは校内Ｍ修での指導や資料提供などを行う ことができた。
県総合教育センターの複式指導の移動ほＪをを大崎ぢで回催し、多くの先生方が
複式指導の指導法について学ぶ機会 を回れた。

今後 も、 児ｊＳＩ数の減ゆから、複式学級が増加 していく こと が予想されるため、
さら に、 へき ｊｔ！１　・　 小規模校に勤務する教職員の資質向上に資するあ要がある。
ｌｏＴをｇＪＩ］ した遠隔合回学１が実践できるよう に、 各学校と対話を図りなが
ら丁寧に進めてい くらまがある。

３． 総合評価

評価ｊｌび方向性　　　　　 評価　　　　　　 Ａ　　　　　　 方自性　　　 継続　 ・　 廃止

へきｊｉ ・小規模校教育については、各学校がｊ自滅の特性や夕人数での教育活動のよさをきかしな

がら、実践している。 今後も複式指導の指導力向上のためのぞ修を充実させていく必Ｓがある。ま
た、 学校においては、 複式学級担任の負担軽減のために、 回僚ｊｌ生を高め、チーム学校として対心し
ていくこ とや教材研究の時間の確保を図るこ とも重要である。 そのよう なサポー トにも努めていき
たい。

ＩＶ　 外部評価

へき １ｔ！１　・　 小ｊＳ模校歌育については、学校が地域と密接に連携しながら、子ど
もたちの学びを丁寧に支えている点を高く評価する。夕人数ならではのａかい
人間関係や、 ｊｉ滅の方ガ との密接な交流は、子どもたちにも豊かな経験をもた

外部評価の意ｊｌ　　 らしてお り、 学校の大きな強みだと 感じ る。

一力で、 複式学ａにおいて教員の負担が大き くな り、 指導の幅を寉、げにくい

点については、研修を充実しながら学校体制づく りを進めるな ど、 今後改善を
図るあ要があると思われる。
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Ｉ　 事業内容

担　　 肖　　課

施策 のミ｝モｊ向 １生

目 的

実施内容

ｎ　 年度別の決算額

年　　　度

事　業　費

社会教育氛

（５ ）地域コ ミュ ニテ ィのＪＩ盤を支え るための社会教育環境の推進

イ　 スポーツの推進

①生をスポーツ

ＯＦＲが生体的に参画でき るスポーツ環境の整備

○スポーツ観光おおさきとの連携・協働によるイベン ト回催の環境づくり

○部ほ動や地域のスポーツ団体がＪ更埴活動を担えるよう な環境づくり

○スポーツ指導者 ・育皮ほ集回の研翳とａ動実戮

②競技スポーツ

○スポーツ協会等関係磯回との連携による指導体制の充実

○を国大会出撥者等への補助八びぢＲへの情報を供

○県Ｒスポーツ大会等への参加を促すこ とによる競技人口の拡大

○競技ス ポーツ施鼈の整備

・軽スポーツ大会等の開催

・大隅スポーツ交流拠点プロジェク トとの連携

・各種大会等の実施と競技環境の整備

Ｒ３

１， ９０９

Ｒ４

１， ８６４

ＩＩＩ　 自ａ評価

１． き動 ・成果の指標 （具体的な数値目標） と評定

指　　　標

①
各Ｒ大会等の開催による競技力向上

とぢ民の意識の向上

②　 競技スポーツのを儖と環境整備

③　 軽ス ポーツの普Ｒ

Ｒ５

５， １７９

・実

Ｒ６

４， ６７５

績

（単位： 千ＦＩ）

Ｒ７

３， ９５５

評価

ビーチス ポーツをａした交流人 口の増を 目指

し、 スポーツ交流拠点プロ ジェクト と連携し

て各ＩＲ大会を実縦した。 令加 ７年度から商工　　Ｂ

観光課に移管 したため、連携を回っ てい る。

Ｒ７　：　１３ 大会、来場者 ２， １９０人

大崎ぢ総合体育館の改修を行い、各ａ競技な

どが大会を開催できる環境を整備した。 令和

７年 １０　ＪＩ　に改修が終了 し、 同年 １２　ＪＩ　から リ　　Ｂ

ニュ ーアルオープ ンし た。　Ｒ７ ：来場者数

４， ４０５人 （１２　ＪＩ　から ３ＪＩの ４ケ Ｊｊ 間）

ＲｌｆＲの誰もが、いつで も、 どこ でも 、それぞ

れの関むや適性に応じて継続的にス ポーツに

親しむこ とを 目的に、 ふれあいフェスタや各

分館において、軽スポーツの体験コ ーナーを

鼈け、ｔＲに対する軽スポーツの推進を回っ

た。　Ｒ７ ：６ 回、 参加人数４４２人

Ｂ

－１７－



２。 事務事業の成果とａＳ

ビーチスポーツをはじめと する各種大会の開催により 、ｐｌｒ外からの誘客と交流人
口の着実な増加をま成 した。本事業が令加７ 年度に商工観光ほへ移管さ れた こと
で、 観光部ＪＲ５ との連携体制ｊがＳｆヒされ、 Ｆスポーツ観光おおさ き」 との連携もまっ
てき てい る。

ＲＴＲのスポーツ活動や各種大会誘致の核と なる 「大崎ｌｉり’総合体育館」の大規模改

成

躁

修を完了 し、 令和 ７年 １２　ｊｊ　にリ ニューアルオープンを果た した。’呉開後４ ケＪｊ回
果　　多く の来場者を・録してお り、 ｌｒＲや競ｎＥ回体にがして質の高い競技環境を提ます
ると とも に、 Ｊ１１域のポテンシャルを高めるこ とに成功 した。

「ふれあいフ ェス タ」や各分館と連携し、年間６ 回の軽スポーツ体験コーナー（参
加者 ４４２人）をａ置。年齢や体力に関わらず「いつでも、どこで も」 スポーツ に親
しめる機会を創出 し、 ａり‘Ｒの健康増進と地域コミ ュニティ のｇ性化、’さら にはスポ
ーツヘの意識向上に寄与した。

従来の「指導者育成」 や「部活動の麺１域移行・ ｌｔ！１域団体支援」 を担 う関係機関と
の間で、 より 緊密で役割分担の明確な協働体制を維持 ・強化していく必要がある。
新し くなった総合体育館のポテンシャルを最大ＩＳＲにｇかすため、土 日祝 日の大台

Ｓ　　利用だけでな く、 平日 の日 常利ＪＩやシニア層の利用促進など、年間を通じた稼働率
の平準化が求められる。体験イベン トでの参加奥績はミ氛であるものの、これらを
きっかけとして、 ｉｌ】‘ｊ∃Ｓが 日常的・ 継続的にスポーツ ・運動を行う 地域活動へと定着
させるための 「受けＭ ・仕組みづく り」 がま だｆＪｉ１してい る。

３． 総合評価

評価‾ｋび方向性　　　　　評価　　　　　　Ｂ　　　　　　方自性　　　継ｊ　・　 廃止
本事業は、ｌｆｊ∃ｉｌ；の９康寿命χＭＩ としての生ｉミス ポーツと 、ＩＩｌｆの活性化・ 交流人口渊のための競技
スポーツ ・スポーツ観光の両面において、１３Ｊモ１確な実績を上げており 、襄常にｊＲＳ度が高い。
今■は、 リニューアル した大崎ＩＩり‘総合体育館を新たなシンボルと して最大・にｇＪＩモｊし、大隅スポ
ーツ交流拠点プロ ジェ クト とさ らに深く 連携 した大会誘致をまめる。回１ゆに、 商工観・ＳへのＳ管
メリ ット を活かした「魅せるスポーツイベン ト」 と、 教育 ・Ｊｉ域と連携した「草の根のスポーツ振
Ｒによる 社？導者育成 ・軽スポーツの日 常化」を羈輪でｍ進し、子 どもから シニアまでが圭体的に参
画できる ［スポーツで活気あふれる大崎肖ｆ］の実ａを目 指す。

ＩＶ　タ１ヽ部評価

総合体育館の改修１１、利ＪＩモｊ者が増加 している こと 、ビーチ競ｊまをｌｉ じた大崎
Ｒ「のＳカ１度が Ｆｉｌｉ」上 している こと を簒価する。

グラ ウン ドゴルフについては、 それぞれの愛が家が自 ら・ り祖む環境がＳ成
されているが、回様にそれａ外の軽スポーツについても「触れる、 ｉｒｌる機会」

ｊ

をａける こと で、 より 多く の方が生ｔフ、ポーツをやってみよ うと思える環境づ
夕１ヽ部評価の意見　　ぐり を進めて欲しい。

また、増加傾向にある外ｍ大の方々 も軽スポーツに取 り組める環境づくり
や、 福祉分野 との連携を進める こと もあＳと 思われる。
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Ｉ 事業ｌ大１容

担　　 售　　課

施策 の方 『ａＪｔ

施　　　策

目 的

実施 内容

Ｉ１　 年度Ｓリの決算額

年　　　度

事　業　費

社会教育ａ

（５ ）ｊｌｊｌ域コミ ュニティ のＪＩＳを支えるための社会教育環境の推ま

ウ　 文化ＩＳ術き動のｔまと鑑賞機会の充実

Ｏｊ自域の文化・術き動への支援や環境憩Ｅ備

○大化ｌｉ術振興を支える人材育成

○文化１１術をａ してＦＦりタトと の交流促進と情報発信

Ｏ学校におけ るニｔイヒぷＪ術に関する教育の推ｌｉ

Ｏ文化あ術の鑑賞‾ｋび創作体亀のでき る環境づ くり

Ｏ中央む民館における文化事業実施の支援や環境整備

Ｏ　ｐｌミｒま化協会のＳｌｆｔ化祭や自圭文化事業の支援

Ｏ学校でのｊな術ｔ。賞事業実施‾ｋびぢズィヒ祭での児ｊＳｉ生徒作ａ展示の推

進

Ｏ青少年活動事業における文化芸術体験活動

Ｒ７

３２０

Ｒ８ Ｒ９

ｍ　 自己評価

１． き動 ・成果の指標

指

（具体的な数値目標） と評定

標 実

①

ｔ域の団体による文化事業について、

中央む民館を積極的に万一目で きる よう

な環境づ くり を行 う。

Ｒ１０

ｐＵ‘文化協会の 自主文化事業や「ｌｌ」‘文化

祭の企画運営について、前官と支援を行

い、 地域住Ｒが大化１な術に触れあ う機会

②　を創出する。

③

学校ｇ動や青夕年活動事業をきＪ目し

て、 文化活動事業を挧１進 し、 Ｊ自滅の児童

生徒が文化ぷ１術に触れる機会を創けｊす

る。

績

（単位： 千日）

Ｒ１１

評価

令和 ７年度は、ｊｉ域の任意団体によ

るま化事業や国際文化交流でのを民館

利ＪＩＩ が見 られた。 これ らの地域住Ｒに

よる新たな大化き動に対して、 一定の

支援ができる よう な中央むＲ館のｊｌ

営、 管ＪＩができ た。

Ｂ

令和 ７年度は、１２年ぶり にＦ文化協

会による 自主文化事業を実施した。ま

た、 ぢ大化祭では県内で活躍するアー

ティ スト や、 国際交流員をａじてのニｔ

化交流事業、 創作体験活動等を実施し

た。

Ａ

鹿児島県文化振興財団の「青夕年の

ためのま術縦貫本業」 について各学校
Ｉ

に周タ１１し た、 令和 ７年度は申しｉきみの

あった中神小学校で実施した。

また、青ゆヽ年活動事業の １つである

「キッス ・セ ミナー」 を活用し、マン

ガ制作の体験ａ動を実施した。

Ａ
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２　 事務事業の成果と課題

自主文化事業は大変好評で、周カ］期間が十分でなかったにも関わらず、想定

より も多 くの観客が得 られた。 また、ｌ］‘文化祭でも午きにゲス ト出演者枠をａ

け、 クラ ツシック、ヨ來線、ｍ際交流文ｆヒ といった変化のある演け１を行ったた

成　　　果　 め、 例年より観客が多かった。

児ｊｉｉ　・　 生徒にと っては、 ぷｉ術鑑賞の機会を得られたばかり でな く、 マンガ加』

作をｉｉ じて自分を表現する楽しさを得られたと思う。

課

昨年度から、 地域の任意団体主催によるズ化活動が、 あずしも 中央む民館で

はな く、 ｊ吏域の ライ ブハ ウスや店舗な どで展開 している傾向がＲ受け られる。

回］‘や］ｔ化協会と しては、 このよう な活動団体とネッ トワーク を取りながら、よ

りＩ］‘内各ｊき域での大化事業が展開でき る環境を作っ てい く必Ｓがある。

り｜ き続き青夕年ほ動事業をｇｊＨ したｔ化さ術き動を展回していきたいが、複

Ｓ　 数のジャ ンルの活動を継続的に実施でき るこ とがＪＩ想である。ただし、大化協

会やｐＩＴ担ち職員体制では限界があるため、このよ うな点からもぢ内の大化協会

をはじめとする各種団体とのネット ワーク構築が求められる。

依然として、 中央むＲ館のき朽化によるｆＡ合は解消されていないため、利

用者が安むして利用できるよう努めていくら要がある。

３． 総合評価

評価ｊａび方向性　　　　　評価　　　　　　Ａ　　　　　　 方向４生　　　 ｀続　 ・　 廃止

以前から、文化芸術活動の促進に対しては取り組みを試みてきたが、地域住民のニーズをつ

かみきれない状態であった。コ ロナ感染拡大期後 も一矢化ＩＳ術推ｌｉ活動の展開が停滞 していた。

しかし、 や加 ７年度に行った「ヌ：ｆヒｇ縦ｇ動のｔ・と鑑賃機会の・実」 に２４する取り祖みによ
Ｓ

つて、ｊ自域住Ｒのｔ術ま化き動への関むの高さを感じる ことができた。

ＩＶ　外部評価

外部評価の意ｔ

ｐｌｆ民が自 らを回した‘攵化芸術活動が増加するなど、 新たな文化芸術ｇ動

が展開され、 その拠点として中央むＲ館を活用し、利丿目者が増加している

状況は、 高く 評価するが、 さらに文化Ｅｇｉ術ｔ動への参加者の幅をぶげるた

め、 子どもたちにヌｔ しては学校を経ｌ圭１ した文化ｌｉ術き動イベン ト等の案Ｆｌｉｌ

に加え、 子どもが関むを持ちやすいイベントのを画、 さらには国際交流に

関するイベン トの企画など、よ り多くの方４が文化ぷ１術に触れる機会をａ

ける工夫をして欲 しい。

さら にＩＲＴ内のイベントだけではなく 、ｌｌｒ外で開催される本格的な・術文

化体験への参加にがする支援な どのなり組みなどについても検討の必Ｓ

があると思われる。

なお、中央ぬ民館については、 き朽化が進んでいるが、適切な維持 ・管

ＪＩに努める とと もに、中央ぬ民館の規模を生かしたイベントの利用を促

し、 さら なる利用者増加に努めて欲 しい。
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